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ERL（エネルギー回収ライナック）とは 
• エネルギー回収による電力効率の高いライナック 

• 10μmオーダーのビームサイズと短パルス化（100fs) 

• 大電流ライナックが実現できる 
• ビームダンプ電力の大幅な低減 
• 放射化問題の解決 

主加速部 
超伝導加速空洞 

1GeVに加速 

入射部 
（高輝度電子銃） 
（前段加速空洞） 

10MeV, 10mA 

ビームダンプ 

ビームエネルギー 
10MW 

(1GeV x 10mA) 

100kW  
(10MeV x 10mA) 

主加速部超伝導空洞は、戻ってきた電子を減速
フェーズで受け止める（エネルギー回収） 

ERLの試験加速器 
コンパクトERL 

入射部 
（高輝度電子銃） 
（前段加速空洞） 

3MeV, 1mA 

主加速部 
超伝導加速空洞 
20MeVに加速 

ビームダンプ 
3kW  

(3MeV x 1mA) 
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Construction and Commissioning of cERL 

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 

Refurbishment 
of building 

Clearing radioactive 
materials 

Construction of 
radiation shielding 

Construction  
Of injector 

Commissioning of injector 

Commissioning of cERL (with loop) 

Construction of LCS system 

Commissioning/Operation 

Construction 

Construction of 
recirculation loop 

Increasing the beam 
current 

Commissioning of LCS system 

Beam development on high 
bunch charge (40pC) 



評価専門委員会アジェンダ 
アジェンダ案 
10:00-10:20 評価項目と評価報告書作成確認 （クローズセッション） 
＜オープンセッション＞ 
10:30-10:35 はじめに    河田  (5 min) 
10:35-11:00 全体設計・到達目標と達成度［抜粋］ 中村 (25 min) 
11:00-11:30 電子銃開発    山本 (30 min) 
11:30-12:05 超伝導空洞開発    加古 (35 min) 
＜昼食・休憩＞ （70 min) 
13:15-13:35 RF源関係    三浦 (20 min) 
13:35-13:55 ビーム制御・診断   帯名 (20 min)  
13:55-14:15 冷凍設備関係    仲井 (20 min)  
14:15-14:55 総合運転（コミッショニング）  宮島 (40 min) 
＜休憩＞ (15 min)        
15:10-15:30 cERL利用実験開発   本田 (20 min)  
15:30-16:00 将来展望    河田 (30 min) 
16:00-17:00 評価報告書作成作業   （クローズセッション） 
 
 
 
 
 
 

 
 



評価項目 
• cERLの各加速器要素技術の達成度と得られた知
見に関して評価頂きたい 

• cERLの運転・コミッショニングの達成度と得られた
知見に関して評価頂きたい 

• 将来展望の妥当性とその他の可能性に関して評
価とアドバイスを頂きたい 
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